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取締役統括部長 野口 雄三



会社概要

社名：中央交通株式会社

本社：埼玉県川口市

設立：昭和61年3月6日

営業形態：一般貸切旅客自動車運送業

営業区域：埼玉県、東京都、神奈川県、千葉県

車両数：55両（大型バス53両、中型バス2両）

全車両 （ジェイ･バス）

従業員数：84名（2023年2月現在）

主な取引先：旅行会社

主な運行内容：募集型企画旅行（バスツアー）

学校関連（遠足、社会科見学、林間学校等）



関連会社

社名：中央交通株式会社

本社：沖縄県豊見城市（沖縄本島）

営業形態：一般貸切旅客自動車運送業

一般乗合旅客自動車運送業（宮古島のみ）

営業区域：沖縄本島、宮古島

車両数：34両（沖縄本島16両、宮古島18両）

主な取引先：旅行会社
主な運行内容：募集型企画旅行、学校関連（遠足や修学旅行）、シャトルバスなどの貸切バス運行。

みやこ下地島空港⇔宮古島市内⇔リゾートを結ぶリムジンバスの運行。



宮古島〜池間大橋〜

沖縄本島



～自己紹介～

• 氏名：野口 雄三

• 高校卒業後、運送会社に就職（2t～4ｔトラックドライバー）

21歳で大型トレーラーに乗務し東京都内でフェリー輸送（有明）、

海上コンテナ（大井ふ頭）などを中心に乗務

• 2002年 貸切バス会社に就職（貸切バス乗務員）

• 2006年7月 中央交通株式会社 貸切バス乗務員として入社

• 2006年12月～ 事務職に異動 安全統括管理者、運行管理者、

整備管理者、乗務員指導教育、営業職、

各営業所統括、監査対応、Youtube等のSNS配信

沖縄（関連会社）の監査指導等



安全への取り組み

ソフト＆ハード



ハード（車両、設備）

• 全ての車両にPCS（衝突被害軽減ブレーキ）装備

• LTE通信式によるデジタルタコグラフ＆ドライブ
レコーダーでリアルタイムの運行状況を管理

• GPSによる動態管理

• IP無線（パケット網で災害時にも通じやすい）

• 車両整備は正規ディーラーにおいて、より専門的
で確実なメンテナンスを実施



ソフト（乗務員）

◎安全教育及び健康管理

•外部講師による教育（安全、接遇＆マナー研修）

•研修施設を利用した安全運転＆省燃費運転講習

•冬山研修（チェーン脱着、雪道、坂道の実技訓練）

•事故、災害等を想定した教育訓練

•救命救急講習

•乗務員の健康管理



乗務員の
高齢化

≪平均年齢≫

2020年 50歳

2022年 52.14歳



○運転者の疾病により事業用自動車の運転を継続できなくなった事案として、自動車事故報告規則に基づき報告のあった件数

は高止まりの状況。

○令和３年は健康起因事故報告件数のうち３割が交通事故に至っており、更なる低減が必要な状況。

乗合 （運転者数：約８万人）

貸切・特定 （運転者数：約５万人）

タクシー （運転者数：約２７万人）

トラック （運転者数：約８４万人）

衝突・接触を伴うもので、死傷者が生じたもの（人身事故等）

衝突・接触を伴うもので、死傷者が生じていないもの（物損事故等）

衝突・接触がなかったもの（乗務の中断等）
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健康状態に起因する事故報告件数
（業態毎の件数）

健康状態に起因する事故報告件数
（報告内容毎の件数）

運転者の健康状態に起因する事故報告件数の推移
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新型コロナ流行
新型コロナ流行
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業態別の健康状態に起因する事故報告件数の推移

貸切・特定

タクシー トラック

衝突・接触を伴うもので、死傷者が生じたもの（人身事故等）

衝突・接触を伴うもので、死傷者が生じていないもの（物損事故等）

衝突・接触がなかったもの（乗務の中断等）

運転者数：約５万人

運転者数：約２７万人 運転者数：約８４万人

○乗合バス、貸切・特定バス、タクシーにおける健康起因事故報告件数は、高止まりの状況。トラックは増加傾向。

○バスの多くは事故に至らずに乗務の中断を実施している一方、タクシー、トラックでは約半数が事故に至っている。

（路線バス等） （観光バス等）

運転者数：約８万人
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健康起因事故の疾病別の内訳（平成２５年～令和３年）

○過去９年間で健康起因事故を起こした運転者２，４６５人のうち心臓疾患、脳疾患、大動脈瘤及び解離が３２％を占める。
○うち、死亡した運転者４２６人の疾病別内訳は、心臓疾患が５５％、脳疾患が１２％、大動脈瘤及び解離が１２％を占める。

計２，４６５人
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健康起因事故を起こした運転者の疾病別内訳
（平成２５年～令和３年）

健康起因により死亡した運転者の疾病別内訳
（平成２５年～令和３年）

心臓疾患
（心筋梗塞、心不全等）

３６９人,１５％

脳疾患
（くも膜下出血、

脳内出血等）

３３９人,１４％

大動脈瘤及び解離
７７人,３％

呼吸器系疾患
１６３人,７％

消化器系疾患
１１７人,５％

その他
９７６人
４０％

不明
４２４人
１７％

計４２６人

心臓疾患
（心筋梗塞、心不全等）

２３３人
５５％

脳疾患
（くも膜下出血、脳内出血等）

４９人
１２％

大動脈瘤及び解離
５３人,１２％

その他
３３人,８％

不明
５５人
１３％

呼吸器系疾患
３人,１％

睡眠時無呼吸
症候群

２人,0.08％



2022年に発生した健康起因と考えられるバス事故

• 8月22日 名古屋高速で高速路線バスが横転・炎上した事故。
運転者と乗客の2人が死亡し、乗客等7人が怪我。

• 9月28日 奈良県内で修学旅行生を乗せた貸切バスが

反対車線にはみ出し、車5台と接触した事故。

バス運転者と対向車の乗員など5人が病院に搬送。

• 11月18日 東京都内で路線バスが暴走して住宅に突っ込む

• 12月4日 静岡県浜松市の新東名道で高速バスが大型トラックに追
突。乗客等9人が病院に搬送され、1人が重傷を負う事故。



決して他人ごとではない

危機感





乗務員の健康管理

◎入社時
•健康診断
•脳MRI健診 ※2016年～

•SAS（睡眠時無呼吸症候群）検査 ※2016年～

•違法薬物検査 ※2017年～

（覚せい剤、麻薬・大麻、幻覚剤等）
•インフルエンザ予防接種（希望者のみ/毎年）

◎入社後
年２回(夏･冬)

毎年

約2年毎

約2年毎



フォローアップの課題と取り組み

課題



フォローアップの課題と取り組み

 検査のやりっぱなしを防ぐ

・所長（運行管理者）が直接、産業医から意見を聴く
(乗務員任せの場合、不都合な事を隠す場合がある)

・結果を乗務員本人と共有する
（結果を本人に共有していない会社がある？？）
数値の推移など前回との比較

・全員の検査結果は全て病院から直接会社に送付（または医師が持参）



・産業医と精密検査の時期を相談。緊急性の有無を確認。

要精密検査の対応

・産業医やかかりつけ医で検査不可の科目は紹介状を依頼。
（病院を紹介していただくことも）
会社主導で精密検査の段取りを取る。



乗務員への対応

・精密検査及び診断書の費用を会社で全額負担
ただし検査後、治療などに関する費用は各自負担

・精密検査は期限を設ける
緊急性あり ⇒ 検査を終えるまで乗務停止
緊急性なし ⇒ 原則3週間以内



安全風土の醸成

◎乗務員が体調不良時に会社に申告しやすい環境づくり

乗務員は責任感が強く体調不良を言いづらい者が多い。

（特にベテラン乗務員）

日常生活においても体調管理はプロドライバーとしての心構
え。

プロドライバーとしてのプライド。

しかしながら体調を崩してしまうことはある。

そんな時に会社に相談しやすい風土を醸成しておく。



安全風土の醸成

◎日頃から体調に異変があった場合は遠慮なく速やかに

運行管理者に相談するよう度々周知。

 風邪やインフルエンザの流行

 新型コロナ感染の急増

 健康起因と思われるバス事故の報道

 安全講習会の場など



安全風土の醸成

◎営業所毎にグループラインの活用

（安全統括管理者・所長・運行管理者・乗務員）

・社内で体調不良者が増えてきた際の注意喚起

・バス関連の事故の報道等は速やかに共有

事故が起きてからでは遅い！！



※睡眠不足の場合は乗務禁止

SAS治療対象者用



睡眠時無呼吸症候群(SAS)の取組み



マニュアルの活用



※自動車運送事業者における 睡眠時無呼吸症候群対策マニュアル Ｐ４

配慮していること





脳ＭＲＩ健診の取組み



デジタコ・ドラレコの活用



※こちらは現行モデルです

「今」を確認できる

通信式システムで
「今」を確認できる



≪撮影要因≫

・速度違反

・急減速判定

・前後Ｇセンサー

・左右Ｇセンター

※乗務員の状態

わき見
ふらつき
集中力低下
漫然運転
体を揺すっている
頻繁に顔を触る
頭の動きなど

体調不良等の
疑いがある場合
は手前の映像も
取得

異状が感じられ
た場合は至急連
絡を取る



リアルタイムの検索方法は
実際の画面でご説明



雨雲レーダー



ドラレコ検索方法



撮影要因にヒットした映像が絞り込まれる



全ての映像をチェック



≪撮影要因≫

・速度違反

・急減速判定

・前後Ｇセンサー

・左右Ｇセンター

≪乗務員の状態は？≫

・わき見

・ふらつき

・漫然運転

・集中力低下

・体を揺すっている

・頻繁に顔を触る

・頭の動きなど

急減速



ドラレコ点検と活用のポイント

毎朝点検を心掛ける

• 映像は数日の運行で上書きされるため、前日の運行分を速やかに点検

活用方法

• 事故、ヒヤリ･ハット、クレーム情報の収集 ⇒ 安全教育等に活用

• 乗務員の疲労や体調不良等の変化を発見できる ⇒ 状況により面談

• 防犯カメラとして情報提供 ⇒ 過去に盗難被害が発生

• カメラ故障の早期発見 ⇒ 左右のカメラは故障しやすい傾向？？

• ＳＤカード不良の早期発見 ⇒ 録画されていない



「中央交通」で検索

ヒヤリハット情報など公開中！！






